
都道府県名 埼玉県

Ⅰ学校の概要（平成１５年４月現在）

学校名 吉川市立吉川小学校

学 年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特殊学級 計 教員数

２６
学級数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ３ ２０

児童数 ９６ ９８ ９６ ８８ １０９ ９１ ７ ５８５

Ⅱ研究の概要

１．研究主題

自ら学び自ら考える力の育成

２．研究内容と方法

(1) 実施学年・教科

・１，２年生 － 生活科

人や地域とのかかわり、体験的な学習活動を通して、学習することのたのしさを

味わったり学ぶ意欲を高めたりする研究に取り組んでいる。

・３，４年生 － 算数科

算数の学力差が大きくなるとともに算数嫌いが増える学年である。個に応じた指導

のあり方を工夫し基礎基本の定着を図る研究に取り組んでいる。

・５，６年生 － 総合的な学習の時間

問題解決的な学習過程を基本として、自らの課題を自ら解決していく調べ方や学び

方を身に付けるための評価支援のあり方についての研究に取り組んでいる。

(2) 年次ごとの計画

平 ○研究の主眼 「学力＝自ら学び自ら考える力」と位置づけ、それを支える資質能力を学ぶ意

、 、 。 、 、成 欲 基礎基本 学び方・調べ方とした 学ぶ意欲を高め 基礎基本を定着させ

15 学び方・調べ方を身に付けるための授業実践を中心とした研究を進めてきた。

年 ○研究の経過 １学期→学力についての共通理解を図るための全体研修会

度 ２学期→おもに授業実践を中心にした授業研究会（その概要は以下の通り）

３学期→実践を通しての成果と課題を明らかにするための実践発表会

回 日 時 教科等 単 元 テーマとの関わり

１ １０月２３日 生活 あそびにいこうよ １，２年生の合同学習(１，２年

１，２年 わたしの町大すき のペアやグループでの活動 、デ）

イサービスとの連携(高齢者の方

とのふれあい)を中心に学習活動

や学習の場を工夫し学習意欲を高

めていく。

均等割少人数指導によって児童の２ １１月２０日 算数４年 わり算のひっ算を

思考の流れやつまずきを把握したあ考えよう

と、個に応じた習熟度別少人数指



導を実施する。

３ １２月 ４日 総合５年 みんな幸せパート 様々な間接的・直接的体験活動を

Ⅰ 展開して「考える・話し合う・調

べる」などの学び方・調べ方を学

習する。また、評価と一体となっ

た具体的な支援の仕方を追究して

いく。

４ ２月 ３日 算数３年 かけ算のひっ算を コース別学習を展開する。その際、

考えよう 自らの変容がわかるように、そし

てコース選択の資料となるように

自己評価カードを作成し活用する。

５ ２月１２日 総合６年 自分探しの旅へ 学習者主体の学習展開を行い、学

習内容に適した学び方・調べ方を

身につけさせるための評価の方法

と支援のあり方を研究していく。

平 ○研究の主眼 １５年度の実践を踏まえ 「学力向上のための全体構想」を策定しそれに基づ、

成 いた授業実践を積み上げるとともに、本校が取り組んできた研究の成果と課題

16 を明らかにして普及また啓発活動に取り組む。

年 ○研究の見通し １学期→「学力向上のための全体構想」の共通理解のための全体研修会

度 ２学期→研究発表などを通しての普及並びに啓発活動

３学期→研究成果と今後の課題の確認

(3) 研究推進体制

（４）研究組織

全 体 会

推進委員会

低学年 １１名 中学年 ８名 高学年（８名）（ ） （ ）

※本校では、研究内容が３つに分かれている（学ぶ意欲、基礎基本、学び方・調べ方）ため、

授業研究会などの全体会を通して、各ブロックの研究成果や課題が全校に広がるようにして

いる。

Ⅲ平成１５年度の研究の成果及び今後の課題

１．研究の成果

・本校はディサービス（老人福祉施設）が併設されているので、生活科や総合的な学習の時間を通し

て交流を図るようにしており、ふれあいを通して児童の学ぶ意欲が高まりつつある。また、生活科

では指導内容の見直しを図り、１，２年生が関わりを持ちながら学習を進めてきた 「いっしょに。

学ぶ 「助け合って学ぶ」という楽しさを味わわせることができた。」

・個に応じた指導によって「算数がわかるようになった 「自分の力で解こうとする」などの学習意」

欲の高まりがみられた。また、こうした意欲が基礎基本の定着につながっている。



・各教科や総合的な学習の時間で問題解決型の学習過程を繰り返し行うことで個に応じた学び方・調

べ方が習得されつつある。そのための評価支援を積み重ねていきたい。

２．今後の課題

・生活科、算数科、総合的な学習の時間の指導計画は実践を通して絶えず見直しと改善を図る必要が

ある。

・個に応じた指導のためには教師一人一人の指導力の向上が大切である。そして、個に応じた指導を

積み重ね児童自らが自らの力にあったコースを選択する力(自己評価力)をつける必要がある。

・各教科での体験的学習や問題解決的学習などの学び方を通して、総合的な学習の時間で生かすよう

にしていく。学び方・調べ方を通しての各教科と総合的な学習の時間の関連を図るようにする。

Ⅳ学力等把握のための学校としての取組

・標準化された学力調査（算数科）の実施

１６年度より２～６年生に対して、５月中旬（予定）に行う。年度当初に学力を把握し１年間

の指導方針を明らかにする。

・学習カードや学習計画表の継続的な取り組み

生活科や総合的な学習の時間では、学習カードや学習計画表（自己評価表）を継続的に活用し

児童の変容を捉えるようにする。

Ⅴフロンティアスクールとしての研究成果の普及

・平成１６年１１月下旬（詳細未定）に本市並びに本県東部地区を対象に研究発表会を開催する予

定

・学校だより等の広報を活用し、地域や家庭に対して確かな学力についての啓発活動を行うととも

に、学力向上のための理解と協力を得られるよう努める。

・ 彩の国教育週間」の学校公開、学校説明会や各種懇談会の場を活用し、本校の教育活動に対す「

る理解と協力を得られるよう努める。

・ホームページを通して、本校の特色、学力向上フロンティア事業に関わる取り組みなどを紹介す

る。

◇ 次の項目ごとに、該当する箇所をチェックすること （複数チェック可）。

【新規校・継続校】 □１５年度からの新規校 □１４年度からの継続校

【学校規模】 □６学級以下 □７～１２学級

□１３～１８学級 □１９～２４学級

□２５学級以上

【指導体制】 □少人数指導 □Ｔ．Ｔによる指導

□一部教科担任制 □その他

【研究教科】 □国語 □社会 □算数 □理科

□生活 □音楽 □図画工作 □家庭

□体育 □その他

【指導方法の工夫改善に関わる加配の有無】 □有 □無
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